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決算審査意見の提出について

地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき審査に付された

令和３年度西いぶり広域連合一般会計歳入歳出決算を審査した

ので、次のとおりその結果と意見を提出します。



目 次

第１．審 査 の 対 象 ·········································１

第２．審 査 の 期 間 ·········································１

第３．審 査 の 方 法 ·········································１

第４．審 査 の 結 果 ·········································１

第５．意 見 ·········································１

１．業務実績 ·················································· ２

２．決算収支 ·················································· ２

３．歳入状況 ·················································· ３

４．歳出状況 ·················································· ３

５．財産に関する調書 ·········································· ４

（決算審査資料）

別表１．歳入款別一覧表 ·····································６

別表２．歳出款別一覧表 ·····································６

別表３．関係市町負担金収入状況表 ··························· ６

別表４．歳出節別一覧表 ·····································７

別表５．財産に関する調書内訳表 ····························· ８

（注）

１．文中に用いた金額は、原則として、各計数ごとに万円単位（万円未満は切捨て）

で表示し、本文の各表中の金額は、原則として、円単位で表示している。

比率（％）については、原則として、小数点以下第２位を四捨五入している。

上記のとおり表示したことにより、総数とその内訳の合計が一致しない場合があ

る。

２．各表中で使用した符号の用法は、次のとおりである。

(１) 「０．０」・・・該当数値はあるが、０．０５％未満のもの

(２) 「 － 」・・・該当数値がないもの、算出不能なもの、皆増及び皆減のもの

(３) 「 △ 」・・・負数

※ 本審査を行うに当たり決算審査資料を作成したので、参考に資するため添付した。
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令和３年度西いぶり広域連合一般会計決算審査意見

第１．審査の対象

令和３年度 西いぶり広域連合一般会計歳入歳出決算

第２．審査の期間

令和４年８月３日から令和４年８月２２日まで

第３．審査の方法

一般会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関

する調書が関係法令に準拠して作成されているか、これらの計数の正確性、収支の

適法性を確認するとともに、予算がその目的に従って適正に執行されているかにつ

いて審査した。

また、内容審査に当たっては、提出された関係資料をもとに必要に応じて関係職

員から説明を聴取し、審査の参考に資したほか、財産に関する調書については公有

財産台帳等と照合確認を行った。

次に、現金・預金の残高の確認、証書類の検証については、地方自治法第

１９９条及び第２３５条の２の規定に基づき、別に定期監査及び例月現金出納検査

において実施したので、その結果を踏まえて審査した。

第４．審査の結果

一般会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関

する調書は関係法令に準拠して調製されており、諸計数は正確であるとともに、予

算の執行については地方自治法第１９９条の規定に基づき別に実施した定期監査

において適正に処理されていると認められた。

第５．意 見

令和３年度の実質収支は１０４万円の黒字となっており、翌年度へ繰り越されて

いる。

今後とも、広域行政需要に対応した効率的な行財政運営の推進に向け一層の努力

を望むものである。

以下、決算審査の概要は次のとおりである。
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１．業務実績

各施設の稼動状況及び運用状況は次のとおりである。

２．決算収支

一般会計の決算収支の状況は次のとおりである。

歳入総額は２６億６，６３０万円、歳出総額は２６億６，５２５万円で、歳入歳出

差引額は１０４万円の黒字となっており、翌年度へ繰り越されている。

円 円 ％ 円 ％ 円 円 円

2,705,911,000 2,666,303,708 98.5 2,665,259,791 98.5 1,043,917 － 1,043,917

歳  入  総  額 歳  出  総  額

予 算 現 額
歳 入 歳 出
差 引 額

翌 年 度 へ 繰 り

越 す べ き 財 源
実質収支額

収 入 済 額
予算現額に

対する比率
支 出 済 額

予算現額に

対する比率

単位 ３ 年 度 ２ 年 度 増 △ 減

１．ごみ処理施設

 (1) 年間ごみ搬入量 ｔ 45,899.52 46,853.65 △ 954.13
 可燃ごみ ｔ 38,142.75 38,943.55 △ 800.80
 不燃・粗大ごみ ｔ 7,756.77 7,910.10 △ 153.33

２．最終処分場

 (1) ごみ埋立量 ｔ 3,031.81 3,297.21 △ 265.40
 脱塩残渣 ｔ 1,426.39 1,477.07 △ 50.68
 処理不適物等 ｔ 1,605.42 1,820.14 △ 214.72

 (2) 覆土量 ｔ 246 364 △ 118

 (3) 残余容量 ㎥ 961,809 964,803 △ 2,994

３．リサイクルプラザ

 (1) 利用者数 人 1,531 1,890 △ 359

 (2) 資源ごみ処理量 ｔ 1,564.62 1,560.03 4.59

 缶類 ｔ 371.45 373.7 △ 2.25

 びん類 ｔ 770.86 777.22 △ 6.36

 ペットボトル ｔ 422.31 409.11 13.20

 (3) 危険ごみ処理量 ｔ 93.77 － 93.77

 (4) 使用済み乾電池処理量 ｔ 38.41 － 38.41

４．余熱利用施設

 (1) 利用者数 人 18,399 19,169 △ 770

 プール 人 9,795 11,026 △ 1,231

 体育館 人 8,400 8,130 270

 多目的室・研修室・健康情報室 人 204 13 191

５．西いぶりデータセンター

 (1) 業務システム数 － 66 66 0

 住民記録系（住民記録・戸籍ほか） － 11 11 0

 保険福祉系（国保・医療助成ほか） － 21 21 0

 税系（住民税・収納管理ほか） － 11 11 0

 都市建設系（公営住宅・上下水道） － 5 5 0

 内部管理系（人事給与・財務会計） － 12 12 0

 共通系（収納関係ほか） － 5 5 0

 インターネット系 － 1 1 0

施 設 名
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３．歳入状況

収入済額は２６億６，６３０万円で、予算現額２７億５９１万円に対して

９８．５％の執行率となり、調定額に対しては、１００％の収入率となっている。

収入済額を前年度（２２億５，６２３万円）と比較すると４億１，００６万円、

１８．２％の増加となっている。

収入内容は、主として分担金及び負担金２４億２，１３５万円、使用料及び手数料

１億１，８６７万円となっている。

なお、分担金及び負担金の内容は、室蘭市、登別市、伊達市、豊浦町、壮瞥町、

洞爺湖町の関係市町負担金となっている。

また、不納欠損額は５千円で、ごみ処分手数料である。

４．歳出状況

支出済額は２６億６，５２５万円で、予算現額２７億５９１万円に対して

９８．５％の執行率となっている。

支出済額を前年度（２２億５，４６２万円）と比較すると４億１，０６３万円、

１８．２％の増加となっている。

支出内容は、主としてごみ処理費１７億７，４９５万円、情報処理費７億

６６８万円となっている。

不用額３，１２４万円は、主として職員費が予定を下回ったことによるものである。

繰越明許費は、住民記録システム改修及び給付金システム導入経費で、９４０万円が

翌年度へ繰り越されたものである。

この財源は、未収入特定財源として、分担金及び負担金となっている。

円 円 円 ％ ％ ％ 円 円

2,705,911,000 2,666,309,228 2,666,303,708 118.2 98.5 100.0 5,520 0

収　　入　　済　　額

予　算　現　額 調　　定　　額 不納欠損額 収入未済額
金　　　　　額

２ 年 度 に

対する比率

予算現額に

対する比率

調 定 額 に

対する比率

翌年度繰越額

繰越明許費

円 円 ％ ％ 円 円

2,705,911,000 2,665,259,791 118.2 98.5 9,408,000 31,243,209

支　　出　　済　　額

予　算　現　額 不用額
金　　　　　額

２ 年 度 に

対 す る 比 率

予 算 現 額 に

対 す る 比 率
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５．財産に関する調書

（１）公有財産

ア．土 地

令和３年度末現在の面積は５５，７５７．８７㎡で、前年度末と同じ面積とな

っている。

イ．建 物

令和３年度末現在の面積は１９，６６４．３０㎡で、前年度末と同じ面積とな

っている。

（２）物 品

令和３年度末現在高は５９台で、前年度末と比較すると３台の増加となっている。

これは、事務用機械類において、ＦｉｒｅＥｙｅライセンス等を取得したことに

より増加したものである。



決 算 審 査 資 料
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別表１ 歳　　　 入　　　 款 　　　別

区　分　

 款　別

１．分 担 金 及 び 負 担 金
２．使 用 料 及 び 手 数 料
３．国 庫 支 出 金
４．財 産 収 入
５．繰 越 金
６．諸 収 入

円 円

2,496,616,000 2,421,355,235
127,499,000 118,683,718

1,000 0
27,850,000 60,941,921

1,000 1,612,481
53,944,000 63,715,873

合　　　計 2,705,911,000 2,666,309,228

予  算  現  額 調      定      額

別表２ 歳　　　 出　　　 款　　　 別

　　 区　分　

　款　別
２ 年 度 に
対 す る 比 率

％

１．議 会 費 62.4
２．総 務 費 79.2
３．情 報 処 理 費 134.4
４．ご み 処 理 費 115.9
５．土 木 費 98.5
６．災 害 復 旧 費 －
７．公 債 費 99.4
８．職 員 費 88.6
９．予 備 費 －

118.2

             支　出　済　額

金　　額

円 円

2,799,000 697,221
2,145,000 1,712,514

720,014,000 706,688,769
1,779,617,000 1,774,952,932

45,967,000 45,867,618
1,000,000 0

49,555,000 49,513,182
104,517,000 85,827,555

297,000 0

合　　　計 2,705,911,000 2,665,259,791

予 算 現 額

別表３

区分

予 算 現 額 調　定　額 構 成 2 年 度 に

市町別 比 率 対する比率

円 円 円 ％ ％ 円 円

室 蘭 市 1,383,691,000 1,349,008,547 1,349,008,547 55.7 112.3 － 0

登 別 市 160,163,000 156,046,206 156,046,206 6.4 91.4 － 0

伊 達 市 514,901,000 503,941,956 503,941,956 20.8 113.8 － 0

豊 浦 町 59,999,000 56,115,504 56,115,504 2.3 110.0 － 0

壮 瞥 町 77,896,000 73,452,131 73,452,131 3.0 123.0 － 0

洞 爺 湖 町 299,966,000 282,790,891 282,790,891 11.7 265.5 － 0

合　　計 2,496,616,000 2,421,355,235 2,421,355,235 100.0 119.1 － 0

関 係 市 町 負 担 金 収 入 状 況 表

収　　入　　済　　額
不納欠損額 収入未済額

金　　　額
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　　　 一 　　　覧　　　 表

２ 年 度 に
対する 比率

予 算 現 額 に
対 す る 比 率

調 定 額 に
対する 比率

％ ％ ％ 円 円

119.1 97.0 100.0 － 0
98.3 93.1 100.0 5,520 0

－ 0.0 － － 0
175.0 218.8 100.0 － 0
83.6 161,248.1 100.0 － 0

108.6 118.1 100.0 － 0

118.2 98.5 100.0 5,520 0

収　　入　　済　　額

金　　額

円

2,421,355,235
118,678,198

0
60,941,921
1,612,481

63,715,873

2,666,303,708

不納欠損額 収入未済額

　　　 一　　　 覧 　　　表

予算現額 に

対する比 率

継 続 費

逓 次 繰 越
繰越明許費 事 故 繰 越 計

％ 円 円 円 円 円

24.9 － － － － 2,101,779
79.8 － － － － 432,486
98.1 － 9,408,000 － 9,408,000 3,917,231
99.7 － － － － 4,664,068
99.8 － － － － 99,382

－ － － － － 1,000,000
99.9 － － － － 41,818
82.1 － － － － 18,689,445

－ － － － － 297,000

98.5 － 9,408,000 － 9,408,000 31,243,209

翌　年　度　繰　越　額
不 用 額

別表４

金　　　額 金　　　額

円 円

1. 報 酬 6,256,594 15. 原 材 料 費 1,078,220
2. 給 料 28,450,500 16. 公 有 財 産 購 入 費 －
3. 職 員 手 当 等 19,919,338 17. 備 品 購 入 費 78,264,185
4. 共 済 費 10,995,870 18. 負担金補助及び交付金 21,044,720
5. 災 害 補 償 費 0 19. 扶 助 費 －
7. 報 償 費 － 20. 貸 付 金 －
8. 旅 費 272,880 21. 補償補填及び賠償金 －
9. 交 際 費 － 22. 償還金利子及び割引料 49,513,182

10. 需 用 費 69,774,753 23. 投 資 及 び 出 資 金 －
11. 役 務 費 12,158,030 24. 積 立 金 －
12. 委 託 料 2,358,233,961 25. 寄 附 金 －
13. 使 用 料 及 び 賃 借 料 9,297,558 26. 公 課 費 －
14. 工 事 請 負 費 0 27. 繰 出 金 －

2,665,259,791

歳 出 節 別 一 覧 表

　　　　　　     区分　
 節別

　　　　　　     区分　
 節別

合　　　計
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別表５

（１）公有財産

前年度末 決算年度中 決算年度末

面　　積 増 △ 減 面　　積

１．庁 舎 及 び こ れ に 類 す る 施 設 24,110.45 － 24,110.45 

２．そ の 他 の 施 設 4,059.00 8,711.80 12,770.80 

28,169.45 8,711.80 36,881.25 

１．公 園 施 設 20,251.13 △ 8,711.80 11,539.33 

２．そ の 他 の 施 設 2,010.00 － 2,010.00 

22,261.13 △ 8,711.80 13,549.33 

１．そ の 他 5,327.29 － 5,327.29 

55,757.87 － 55,757.87 

前年度末 決算年度中 決算年度末

面　　積 増 △ 減 面　　積

１． 庁舎及びこれに類する施設(非木造) 2,014.00 － 2,014.00 

２． そ の 他 の 施 設 （ 木 造 ） 168.93 － 168.93 

３． そ の 他 の 施 設 （ 非 木 造 ） 12,615.37 － 12,615.37 

14,798.30 － 14,798.30 

１． 公 園 施 設 （ 非 木 造 ） 3,722.00 － 3,722.00 

２． そ の 他 の 施 設 （ 非 木 造 ） 1,144.00 － 1,144.00 

4,866.00 － 4,866.00 

19,664.30 － 19,664.30 

財 産 に 関 す る 調 書 内 訳 表

（単位：㎡）

小　　　　　　計

小　　　　　　計

普 通 財 産

合 計

（単位：㎡）

小　　　　　計

小　　　　　計

合 計

　　ア．土地

区 分

行

政

財

産

公 用 財 産

公共用財産

　　イ．建物

区 分

公 用 財 産

公共用財産

行

政

財

産

前 年 度 末 決算年度中 決算年度末

台　　　数 増　△　減 台　　　数

１．事 務 用 機 械 類 34 3 37

２．体 育 用 具 等 6 － 6

３．リ サ イ ク ル プ ラ ザ 用 12 － 12

４．車 両 類 2 － 2

５．特殊業務用 機械器具 類 2 － 2

56 3 59合　　　　計

（２）物品

区　　　　分


